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◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552

“ひの若
わか

者
もん

会
かい

議
ぎ

（仮）”通信
　メンバーでロゴを作成しました ☝
　皆さんに親近感を持ってもらい、若
者の輪に多くの人を呼び込みたいと
いう思いがこもっています。

vol.７

日
野
町
の
ま
ち
の
コ
イ
ン

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

　
町
で
は
、
3
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
い
た
だ
き

「
関
係
人
口
の
創
出
と
拡
大
」「
移
住
・
定
住
の
促
進
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
市い

ち

川か
わ

愛な
る

海み

さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
に
は
、
滋
賀
県
で
導
入
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨

「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」と
い
う
ア
プ
リ
に
つ
い
て
日
経
新
聞
さ

ん
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
日
野
町
の
目
玉
コ

ン
テ
ン
ツ
の
１
つ
で
あ
る
ジ
ェ
ミ
ナ
農
園
さ
ん
の「
猿
追
い

体
験
」を
行
い
ま
し
た
。
獣
害
対
策
と
し
て
大
き
な
音
を
立

て
な
が
ら
山
に
登
っ
て
猿
を
追
い
払
う
と
い
う
も
の
で
す
。

20
名
近
く
の
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
山
に
登
っ
て
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
ふ
た
を
叩
い
た
り

笛
を
吹
い
た
り
と
日
常
で
は
で
き
な
い
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
春
に
向
け
て
い

く
つ
か
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
1
人
で

も
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
２
月
に
入
り
、日
野
小
学
校
の「
ま
ち
の
幸
福
論
」と
い
う
授
業
に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
斬
新
で
興
味
深
く
、
充
実
し
た
１
日
に

な
り
ま
し
た
。ま
ち
の
課
題
を
好
き
な
も
の
と
組
み
合
わ
せ
て
み
た
り
、

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
素
直
な
気
持
ち
が
そ
の
ま
ま
ア
イ
デ
ア
と
し

て
挙
げ
ら
れ
、
自
分
の
頭
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
ハ
ッ
と
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
日
野
に
来
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
充
実
し
た
1
年
目
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
年
目
以
降
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひの若者会議（仮）とは

　次世代を担う若者が、自分たちができること、したいことで、
ちょっと日野にいいアイデアを具体的なアクションにつなげてい
くための集まり。参加メンバーで取り組むテーマごとに「部活」を
つくり、プロジェクト化に向け、具体的にできることを考えてい
ます。

「日野モノコト発信チャンネル編集部」の取り組み

　日野町の人の価値観を伝えるべく、「ヒト」「モノ」「コト」にスポッ
トを当て、YouTubeで紹介していきます。
　そのほか、ひの若者会議（仮）の部活の取り組み紹介も行ってい
きます。
「子どもの遊び場部」の取り組み

　長期休みの子どもの遊び場づくりのために、各小学校にもご協
力いただき、タブレットを活用して小学生対象のアンケート調査
を実施しました。　　
　この調査結果をもとに、子どもの遊び場づくりを検討するとと
もに、関係機関との情報共有も進めていきます。

ひの若者会議（仮）のインスタグラムができました！

　ひの若者会議（仮）の活動日誌として、インスタ
グラムを立ち上げました。
　メンバーそれぞれの活動をありのままに紹介
していきますので、ぜひご覧ください。

地域おこし協力隊活動報告会を
開催しました

大字杉自治会が“コミュニティ
助成事業”を活用されました

　令和４年１月～12月の県内交通事故
発生件数は2,862件で前年と比べて12
件増加し、交通事故による死者数は、
38人で前年と比べて１人増加しました。
　日野町における昨年の交通事故発生
件数は22件で前年と比べて１件増加し、
その内、負傷者数は23人で前年と比べ
て3人減少しました。また、死亡事故は
２件で前年と比べて１件増加しました。
　追突事故が一番多く、11件起こって
います。これは日野町での交通事故全体
の50％を占めています。
　交通事故をなくすため、運転者には他者
に対する思いやりの気持ちを持った運転、
特に歩行者の安全を図ること、歩行者や
自転車利用者には自らを守るため交通ル
ールを遵

じゅんしゅ

守することを徹底していただく
ように本年も交通安全運動を展開します。

　シルバー人材センターでは、地域のご家庭や地元企業で
草刈り・庭木の剪定・清掃作業などの仕事に会員の皆さん
が日々就業されています。
　会員さんからは、仕事を通じて「健康に良い」「新たに友達が
できた」「お小遣いが得られる」など嬉しい声も届いています。
"現役を終えてもまだまだ元気な
皆さん。地域社会への貢献と生き
がいづくりに挑戦しませんか。ご
入会をお待ちしています。"
■入会資格
　 日野町に在住する健康で働く
意欲のあるおおむね60歳以上
の方
■入会手続き
　 日野町シルバー人材センター
までお問い合わせください。
■年会費　3,000円

町内の交通事故の発生状況

　２月16日（木）、地域おこし協力隊１年目活動報
告会を開催しました。隊員からは活動内容や課題、
改善策のほか次年度の抱負についての発表があり
ました。参加者からは活動についての質問や意見
が出されるなど、有意義な時間となりました。
　町のホームページやY

ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeにて、活動報告会
の様子を掲載していますので、ぜひご覧ください。

令和３年11月16日から活動開始
宮
みや

根
ね

通
とおる

さん　 吉
よし

海
かい

星
せい

来
な

さん
令和４年２月１日から活動開始
市
いち

川
かわ

愛
なる

海
み

さん

　大字杉自治会では、コ
ミュニティ助成事業（宝く
じ助成）の交付決定を受
け、地域住民のさまざまな
活動や交流の場を整える

ため、広場に複合遊具を整備されました。
　この事業は、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に寄与するとともに、宝くじの普及広報を
目的として、（一財）自治総合センターが実施して
いるものです。
　この整備によっ
て、地域のみなさん
がより集いやすく
なり、一層のコミュ
ニティ活動の充実
が期待されます。

日野町
ホームページ

シルバー人材センター会員募集
次のステージへ新たな扉を開いてみませんか？

複合遊具▶

ひの若者会議（仮）
インスタグラム

日野モノコト発信
チャンネル編集部
YouTube

◆問い合わせ先
　交通環境政策課　環境政策担当
　☎ 0748-52-6578

◆問い合わせ先
企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552

◆問い合わせ先
　日野町シルバー人材センター ☎ 0748-52-8911
　商工観光課　商工観光担当 ☎ 0748-52-6562
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